
 
雇児育発 0313 第 13 号 
平成 27 年３月 13 日 

 
各都道府県・指定都市・中核市 
放課後児童健全育成事業担当課長 殿 
 

 
厚生労働省雇用均等・児童家庭局育成環境課長 

 
 

放課後児童健全育成事業の届出について 
 

平成 24 年８月 22 日に公布された子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教

育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律

の整備等に関する法律（平成 24 年法律第 67 号。以下「整備法」という。）による改正後の

児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号。以下「法」という。）第 34 条の８の規定に基づき、

国、都道府県及び市町村以外の放課後児童健全育成事業を行おうとする者は、厚生労働省令

に定める事項を事前に市町村長に届け出て、放課後児童健全育成事業を行うことができるこ

ととされたところである。このたび、児童福祉法施行規則の一部を改正する省令（平成 27
年厚生労働省令第 17 号。）が公布され、改正後の児童福祉法施行規則（昭和 23 年 3 月 31
日厚生省令第 11 号。以下「則」という。）に市町村長への届出事項が規定されたため、貴管

内の市町村（特別区を含み、指定都市及び中核市を除く。）に周知を徹底し、事業の適正な

実施に特段の御配慮をお願いしたい。 
また、別添のとおり、届出様式例を示すので、参考とされたい。 
なお、本通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条の４第１項に基づく技

術的助言として発出するものであることを申し添える。 
 

記 
 
１ 事業開始の届出（法第 34 条の 8 第 2 項、則第 36 条の 32 の 2） 
  国、都道府県及び市町村以外の者は、あらかじめ、次に掲げる事項を市町村長に届け

出て、放課後児童健全育成事業を行うことができる。 
  ①事業の種類及び内容 
  ②経営者の氏名及び住所（法人であるときは、その名称及び主たる事務所の所在地） 

③定款その他の基本約款 
④運営規程 
⑤職員の定数及び職務の内容 
⑥主な職員の氏名及び経歴 





（様式１） 
 
 

放課後児童健全育成事業開始届 
 

  年  月  日   
○○市町村長 殿 

事業者 
住所（法人の場合は主たる事務所の所在地） 

                      
氏名（法人名及び代表者の氏名） 
   ○印  

児童福祉法第６条の３第２項に規定する放課後児童健全育成事業を開始するので、同法第 34条の

８第２項及び児童福祉法施行規則第 36条の 32 の２第１項の規定に基づき届け出ます。 

 

事 業 の 内 容  

経営者の氏名及び住所

（法人であるときは、そ

の名称及び主たる事務所

の所在地） 

 

職 員 の 定 数 職員数： 名（放課後児童支援員： 名、補助員： 名、 
       その他（事務職員等）： 名） 

施 設 の 名 称  

施 設 の 種 類  

施 設 の 所 在 地 

 

 
   

建 物 そ の 他 設 備 の 
規 模 及 び 構 造 

専用区画：  ㎡［１人当たり：  ㎡］     合計：  ㎡   
そ の 他 ：  ㎡ 
建物の構造：   造、建物の階数：  階建の  階   

事業開始の予定年月日  
   

書類を添付 
 

□定款その他の基本約款 
□運営規程 
□主な職員の氏名及び経歴（名簿等を添付） 
□職務の内容（上記の名簿等に記載） 
□建物その他設備の図面（平面図等を添付） 
□収支予算書及び事業計画書（ただし、市町村長が、インターネットを 
利用してこれらの内容を閲覧できる場合は、添付不要。） 

 

 



（様式２） 
 
 

放課後児童健全育成事業変更届 
  年  月  日  

○○市町村長 殿 
 

事業者 
住所（法人の場合は主たる事務所の所在地） 

                      
氏名（法人名及び代表者の氏名） 
   ○印  

年  月  日に事業開始の届出を行った事業について、次のとおり変更したので、児童福祉法第

34 条の８第３項の規定に基づき届け出ます。 
 

施 設 の 名 称  

施 設 の 所 在 地 
 
 
   

変 更 す る 事 項 
（該当する事項 

の番号に○） 

１ 事業の種類及び内容 
２ 経営者の氏名及び住所 
３ 定款その他の基本約款 
４ 運営規程 
５ 職員の定数及び職務内容 
６ 主な職員の氏名及び経歴 

７ 施設の名称 

８ 施設の種類 

９ 施設の所在地 

10 建物その他の設備の規模及び

構造並びにその図面 

11 事業開始の予定年月日 

12 その他(                   ) 

変 更 内 容 
（「変更する事項」欄

において○をした番

号に応じて記載） 

変

更

前 
 

変

更

後 
 

事 業 変 更 年 月 日  
 

【備考】  

変更する事項により、必要な書類を添付。 

 
 



（様式３） 
 
 

放課後児童健全育成事業廃止（休止）届 
  年  月  日  

○○市町村長 殿 
 

事業者 
住所（法人の場合は主たる事務所の所在地） 

                      
氏名（法人名及び代表者の氏名） 
   ○印  

年  月  日に事業開始の届出を行った事業について、次のとおり廃止（休止）するので、児童 

福祉法第 34 条の８第４項及び児童福祉法施行規則第 36条の 32 の３の規定に基づき届け出ます。 
 

施 設 の 名 称  

施 設 の 所 在 地 
 
 
   

経営者の氏名及び住所  

事 業 廃 止 又 は 休 止 の 
年月日  

 
休 止 予 定 期 間 
（該当する場合のみ）  

廃 止 又 は 休 止 の 理 由 
（ 具 体 的 に ） 

 

現に便宜を受けている児

童 に 対 す る 措 置 
（ 具 体 的 に ） 

 















免
除
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

当
該
科
目
に
合
格
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
々
年
度
ま
で
の
間
に
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
、
児
童
の
保
育
又

は
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
満
三
歳
以
上
の
幼
児
に
対
す
る

教
育
に
直
接
従
事
す
る
職
員
と
し
て
一
年
以
上
か
つ
千
四
百
四
十
時
間
以
上

勤
務
し
た
経
験
を
有
す
る
者

一
年
間

当
該
科
目
に
合
格
し
た
日
の
属
す
る
年
度
か
ら
起
算
し
て
三
年
度
を
経
過
し

た
年
度
ま
で
の
間
に
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
そ
の
他
の
場
所

に
お
い
て
、
児
童
の
保
育
又
は
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
満

三
歳
以
上
の
幼
児
に
対
す
る
教
育
に
直
接
従
事
す
る
職
員
と
し
て
二
年
以
上

か
つ
二
千
八
百
八
十
時
間
以
上
勤
務
し
た
経
験
を
有
す
る
者

二
年
間

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

三

健
康
保
険
組
合
連
合
会

四

国
民
健
康
保
険
組
合

五

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

六

国
家
公
務
員
共
済
組
合

七

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

八

地
方
公
務
員
共
済
組
合

九

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会

十

地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

十
一

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

十
二

そ
の
他
前
各
号
に
掲
げ
る
組
合
に
相
当
す
る
も
の

法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
組
合
の

構
成
員
と
す
る
。

第
一
条
の
三
十
二
の
三

法
第
六
条
の
三
第
十
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
家
庭
的
保
育
事

業
等
（
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
用
に
供
す
る
施
設
、
児

童
の
居
宅
そ
の
他
保
育
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
す
る
。

第
一
条
の
三
十
二
の
四

法
第
六
条
の
三
第
十
四
項
に
規
定
す
る
子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ

る
援
助
の
い
ず
れ
か
又
は
全
て
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
と
同
項
に
規
定
す
る
援
助
希
望
者
か
ら
な
る
会
員
組

織
を
設
立
し
、
当
該
会
員
組
織
に
係
る
業
務
の
実
施
、
援
助
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
と
援
助
希
望
者
と
の
連

絡
及
び
調
整
並
び
に
援
助
希
望
者
へ
の
講
習
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る

育
児
に
係
る
相
互
援
助
活
動
の
推
進
及
び
多
様
な
需
要
へ
の
対
応
を
行
う
も
の
（
市
町
村
又
は
そ
の
委
託
等
を
受
け

た
者
が
行
う
も
の
に
限
る
。）と
す
る
。

第
六
条
の
七
第
二
項
中
「
同
法
」
を
「
法
」
に
、「
第
三
十
四
条
の
十
七
第
二
項
」
を
「
第
三
十
四
条
の
十
八
の
二
第

二
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
一
第
一
項
中
「
翌
年
及
び
翌
々
年
」
を「
当
該
科
目
に
合
格
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
々
年
度
ま
で
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期

間
に
限
り
当
該
科
目
の
受
験
を
延
長
し
て
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
の
九
第
三
項
中
「
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
」
を
「
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
十
八
第
一
項
中
「
第
十
九
条
の
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
第
二
号
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
削
る
。

第
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
九
条

法
第
二
十
一
条
の
九
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
そ
の
他
の
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に

規
定
す
る
要
保
護
児
童
等
に
対
す
る
支
援
に
資
す
る
事
業

二

地
域
の
児
童
の
養
育
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及

び
助
言
を
行
う
事
業

第
二
十
条
中
「
第
二
十
一
条
の
十
四
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
四
条
の
八
の
三
第
二
項
、
第
三
十
四
条
の
十
七

第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
の
八
第
八
項
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条

市
町
村
は
、
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
（
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。）

又
は
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
利
用
に
つ
い
て
調
整
を
行
う
場
合
（
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
は
、
保
育
の
必
要
の
程
度
及
び
家
族
等
の
状
況
を
勘
案
し
、
保
育
を
受
け
る
必
要
性

が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
児
童
が
優
先
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
二
か
ら
第
二
十
五
条
を
削
り
、
第
二
十
五
条
の
二
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
二
十
五
条
の
二
の
二
を

第
二
十
五
条
の
二
と
す
る
。

第
三
十
六
条
中
「
保
育
の
実
施
等
」
を
「
助
産
の
実
施
、
母
子
保
護
の
実
施
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
三
十
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
の
三
十
二
の
二

法
第
三
十
四
条
の
八
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

事
業
の
種
類
及
び
内
容

二

経
営
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

三

定
款
そ
の
他
の
基
本
約
款

四

運
営
規
程

五

職
員
の
定
数
及
び
職
務
の
内
容

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
七
号

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二

十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
二
月
十
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「

第
三
十
九
条
」
を
「

第
四
十
一
条
」
に
、「
第
三
十
九
条
の
二
」
を
「
第
四
十
二
条
」に
、「
第
四
十
条
」

を
「
第
四
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
の
三
中
「
幼
稚
園
」
の
下
に「（
以
下
「
幼
稚
園
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
就
学
前
保
育
等
推
進
法
」
を

「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
に
、「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
六
項
」
に
、「
そ
の
他
」
を「（
保
育
所
又
は
幼
稚
園
で
あ

る
も
の
を
除
く
。
第
二
十
四
条
及
び
第
三
十
六
条
の
三
十
五
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）そ
の
他
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
七
第
二
号
中
「
及
び
保
育
」
の
下
に「（
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
保
育
を
い
う
。以
下
同
じ
。）」

を
加
え
る
。

第
一
条
の
八
中
「
保
育
所
」
の
下
に
「
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
」
を
加
え
る
。

第
一
条
の
三
十
二
中
「
第
六
条
の
三
第
九
項
」
を
「
第
六
条
の
三
第
九
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
者
は
、」の
下
に
「
市

町
村
長
が
行
う
研
修
（
市
町
村
長
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。）を
修
了
し
た
」

を
加
え
る
。

第
一
条
の
三
十
二
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

第
一
条
の
三
十
二
の
二

法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
組
合
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

全
国
健
康
保
険
協
会

二

健
康
保
険
組
合





平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

六

主
な
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

七

事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
の
名
称
、
種
類
及
び
所
在
地

八

建
物
そ
の
他
設
備
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
そ
の
図
面

九

事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

法
第
三
十
四
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
収
支
予
算
書
及
び
事
業
計
画
書
を
市

町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
町
村
長
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
こ
れ
ら
の
内
容

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
六
条
の
三
十
二
の
三

法
第
三
十
四
条
の
八
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

廃
止
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

二

廃
止
又
は
休
止
の
理
由

三

現
に
便
宜
を
受
け
て
い
る
児
童
に
対
す
る
措
置

四

休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
休
止
の
予
定
期
間

第
三
十
六
条
の
三
十
五
及
び
第
三
十
六
条
の
三
十
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
三
十
五

法
第
三
十
四
条
の
十
三
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
そ
の
他
の
場
所
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
保
育
所
等
」
と
い
う
。）に
お

い
て
、
主
と
し
て
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
、
又
は
在
籍
し
て
い
な
い
乳
幼
児
に
対
し
て
一
時
預
か
り
事
業
を

行
う
場
合
（
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
一
般
型
一
時
預
か
り
事

業
」
と
い
う
。）
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

イ

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
二
条
の
規
定
に
準
じ
、
一
般
型
一
時
預
か
り
事
業

の
対
象
と
す
る
乳
幼
児
の
年
齢
及
び
人
数
に
応
じ
て
、
必
要
な
設
備
（
医
務
室
、
調
理
室
及
び
屋
外
遊
戯
場
を

除
く
。）を
設
け
る
こ
と
。

ロ

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
、
一
般
型
一
時
預
か

り
事
業
の
対
象
と
す
る
乳
幼
児
の
年
齢
及
び
人
数
に
応
じ
て
、
当
該
乳
幼
児
の
処
遇
を
行
う
職
員
と
し
て
保
育

士
そ
の
他
市
町
村
長
が
行
う
研
修
（
市
町
村
長
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含

む
。）を
修
了
し
た
者
を
置
く
こ
と
と
し
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
は
保
育
士
（
当
該
一
般
型
一
時
預
か
り
事
業
を

利
用
し
て
い
る
乳
幼
児
の
人
数
が
一
日
当
た
り
平
均
三
人
以
下
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
の
三
十
二

に
規
定
す
る
研
修
と
同
等
以
上
の
内
容
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
ハ
た
だ
し
書

に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
職
員
の
数
は
、
二
人
を
下
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。

三

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
又
は
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）を
行
う
事
業
所
に
お
い
て
、
当
該
施
設
又
は
事
業
を
利
用
す
る
児
童
の
数（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
利

用
児
童
数
」
と
い
う
。）が
当
該
施
設
又
は
事
業
に
係
る
利
用
定
員
の
総
数
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
利

用
定
員
の
総
数
か
ら
当
該
利
用
児
童
数
を
除
い
た
数
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
一
時
預
か
り
事
業
を
行
う
と
き

次
に
掲
げ
る
施
設
又
は
事
業
所
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
も
の
に
準
じ
、事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

イ

保
育
所

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
保
育
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

ロ

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園

認
定
こ
ど
も
園
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務

大
臣
が
定
め
る
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

ハ

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
成
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
府
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

ニ

家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
事
業
所

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十

六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

四

乳
幼
児
の
居
宅
に
お
い
て
一
時
預
か
り
事
業
を
行
う
場
合

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
準
じ
、
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

第
三
十
六
条
の
三
十
六

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
具
し
、
こ
れ
を
市
町
村
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

名
称
、
種
類
及
び
位
置

二

建
物
そ
の
他
設
備
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
そ
の
図
面

三

事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程

四

経
営
の
責
任
者
及
び
福
祉
の
実
務
に
当
た
る
幹
部
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

五

収
支
予
算
書

六

事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

前
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
者
の
履
歴
及
び
資
産
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

二

家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
お
う
と
す
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
法
人
格
を
有
す
る
こ
と
を

証
す
る
書
類

三

法
人
又
は
団
体
に
お
い
て
は
定
款
、
寄
附
行
為
そ
の
他
の
規
約

ハ

ロ
に
規
定
す
る
職
員
は
、
専
ら
当
該
一
般
型
一
時
預
か
り
事
業
に
従
事
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
。
た
だ
し
、当
該
一
般
型
一
時
預
か
り
事
業
と
保
育
所
等
と
が
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、

当
該
一
般
型
一
時
預
か
り
事
業
を
行
う
に
当
た
つ
て
当
該
保
育
所
等
の
職
員
（
保
育
そ
の
他
の
子
育
て
支
援
に

従
事
す
る
職
員
に
限
る
。）に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
専
ら
当
該
一
般
型
一
時
預
か
り
事

業
に
従
事
す
る
職
員
（
保
育
士
に
限
る
。）を
一
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ニ

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
五
条
の
規
定
に
準
じ
、
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

ホ

食
事
の
提
供
を
行
う
場
合
（
施
設
外
で
調
理
し
運
搬
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
を
含
む
。
次
号
ホ
に
お
い

て
同
じ
。）に
お
い
て
は
、
当
該
施
設
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
必
要
な
調
理
の
た
め
の
加
熱
、
保
存
等
の
調
理
機

能
を
有
す
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。

二

幼
稚
園
又
は
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
幼
稚
園
等
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
主
と
し
て
幼
稚

園
等
に
在
籍
し
て
い
る
満
三
歳
以
上
の
幼
児
に
対
し
て
一
時
預
か
り
事
業
を
行
う
場
合
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
事
業
」
と
い
う
。）
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

イ

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
二
条
の
規
定
に
準
じ
、
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
事

業
の
対
象
と
す
る
幼
児
の
年
齢
及
び
人
数
に
応
じ
て
、
必
要
な
設
備
（
調
理
室
及
び
屋
外
遊
戯
場
を
除
く
。）を

設
け
る
こ
と
。

ロ

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
、
幼
稚
園
型
一
時
預

か
り
事
業
の
対
象
と
す
る
幼
児
の
年
齢
及
び
人
数
に
応
じ
て
、当
該
幼
児
の
処
遇
を
行
う
職
員
と
し
て
保
育
士
、

幼
稚
園
の
教
諭
の
普
通
免
許
状
（
教
育
職
員
免
許
法
に
規
定
す
る
普
通
免
許
状
を
い
う
。）を
有
す
る
者
（
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
所
有
者
」
と
い
う
。）そ
の
他
市
町
村
長
が
行
う
研
修
（
市
町
村

長
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。）を
修
了
し
た
者
を
置
く
こ
と
と
し
、
そ

の
う
ち
半
数
以
上
は
保
育
士
又
は
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
所
有
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
職
員
の
数

は
、
二
人
を
下
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。

ハ

ロ
に
規
定
す
る
職
員
は
、
専
ら
当
該
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
事
業
に
従
事
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
事
業
と
幼
稚
園
等
と
が
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ

つ
て
、
当
該
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
事
業
を
行
う
に
当
た
つ
て
当
該
幼
稚
園
等
の
職
員
（
保
育
士
又
は
幼
稚
園

教
諭
普
通
免
許
状
所
有
者
に
限
る
。）に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
専
ら
当
該
幼
稚
園
型
一

時
預
か
り
事
業
に
従
事
す
る
職
員
を
一
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ニ

次
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
も
の
に
準
じ
、
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

幼
稚
園
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園

学
校
教
育
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
幼
稚
園
の
教
育
課
程
そ
の
他
の
教
育
内
容
に
関
す
る
事
項

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

認
定
こ
ど
も
園
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
主
務
大
臣
が
定
め
る

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
教
育
課
程
そ
の
他
の
教
育
及
び
保
育
の
内
容
に
関
す
る
事
項

ホ

食
事
の
提
供
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
施
設
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
必
要
な
調
理
の
た
め
の
加
熱
、

保
存
等
の
調
理
機
能
を
有
す
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。





平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
者
は
、
第
一
項
第
一
号
又
は
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変

更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
変
更
の
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
以
内
に
、市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
者
は
、
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
又
は

経
営
の
責
任
者
若
し
く
は
福
祉
の
実
務
に
当
た
る
幹
部
職
員
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
市
町
村
長
に
あ
ら
か

じ
め
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

事
業
の
方
針
の
決
定
に
関
す
る
申
請
者
の
親
会
社
等
の
支
配
力
が
前
三
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
と
認
め
ら

れ
る
者

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
三
項
第
四
号
ホ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
申
請
者
が
そ
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配

し
、
又
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

申
請
者
の
役
員
と
同
一
の
者
が
そ
の
役
員
に
占
め
る
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
る
者

二

申
請
者
（
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）が
議
決
権
の
過
半
数
を
所
有
し
て
い
る
者

三

申
請
者
（
持
分
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）が
資
本
金
の
過
半
数
を
出
資
し
て
い
る
者

四

事
業
の
方
針
の
決
定
に
関
す
る
申
請
者
の
支
配
力
が
前
三
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
者

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
三
項
第
四
号
ホ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
法
人
は
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
法
人
と
す
る
。

一

申
請
者
の
重
要
な
事
項
に
係
る
意
思
決
定
に
関
与
し
、
又
は
申
請
者
若
し
く
は
申
請
者
の
親
会
社
等
が
重
要
な

事
項
に
係
る
意
思
決
定
に
関
与
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
五
条
第
四
項
の
認
可
を
受
け
た
者
、
認
定
こ
ど
も
園
法
第
三

条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
者
又
は
認
定
こ
ど
も
園
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
者

で
あ
る
こ
と
。

三

家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
つ
て
い
た
者
又
は
保
育
所
を
設
置
し
て
い
た
者
で
あ
る
こ
と
。

第
三
十
六
条
の
三
十
六
の
四

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
三
項
第
四
号
ト
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
と
き
は
、
法
第

三
十
四
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ
た
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
検
査
日
」
と
い
う
。）か

ら
十
日
以
内
に
、
当
該
検
査
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
の
特
定
の
日
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
三
十
六
の
五

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
五
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合

は
、同
条
第
二
項
の
認
可
の
申
請
に
係
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
所
在
地
を
含
む
教
育
・
保
育
提
供
区
域（
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
第
六
十
一
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
る
教
育
・
保
育
提
供
区
域
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
（
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
教

育
・
保
育
施
設
を
い
い
、
同
法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
市
町
村
計
画
」
と
い
う
。）に
基
づ
き
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第

三
十
七
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
（
同
法
第
四
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
地
域

型
保
育
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
七
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。）（
事
業
所
内
保
育
事
業
に
お
け
る
同

法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
等
の
監
護
す
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
部
分
を
除
き
、
市
町
村

計
画
に
基
づ
き
整
備
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
を
含
む
。）に
係
る
利
用
定
員
の
総
数
（
当
該
申
請
に
係
る
事
業
の
開
始

を
予
定
す
る
日
の
属
す
る
事
業
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
事
業
開
始
年
度
」
と
い
う
。）に
係
る
も
の
で

あ
つ
て
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
、
当

該
市
町
村
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
教
育
・
保
育
提
供
区
域
に
お
け
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
（
申
請
事
業
開
始
年
度
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項
第

三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
既
に
達
し
て
い
る
場
合
又
は
当
該
申
請
に

係
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
開
始
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
場
合
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
三
十
七
か
ら
第
三
十
六
条
の
三
十
九
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
三
十
七

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
廃
止
又
は
休
止
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
具
し
、
市
町
村
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

廃
止
又
は
休
止
の
理
由

二

現
に
保
育
を
受
け
て
い
る
児
童
に
対
す
る
措
置

三

廃
止
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
廃
止
の
期
日
及
び
財
産
の
処
分

四

休
止
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
休
止
の
予
定
期
間

前
項
の
承
認
の
申
請
を
受
け
た
市
町
村
長
は
、
必
要
な
条
件
を
付
し
て
承
認
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
六
条
の
三
十
八

法
第
三
十
四
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

事
業
の
種
類
及
び
内
容

二

経
営
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

三

条
例
、
定
款
そ
の
他
の
基
本
約
款

四

職
員
の
定
数
及
び
職
務
の
内
容

五

主
な
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

六

事
業
を
行
お
う
と
す
る
区
域
（
市
町
村
の
委
託
を
受
け
て
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
町

村
の
名
称
を
含
む
。）

七

事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
の
名
称
、
種
類
、
所
在
地
及
び
利
用
定
員

八

建
物
そ
の
他
設
備
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
そ
の
図
面

九

事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

法
第
三
十
四
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
収
支
予
算
書
及
び
事
業
計
画
書
を

都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
こ

れ
ら
の
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
六
条
の
三
十
六
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
の
三
十
六
の
二

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
三
項
第
四
号
ニ
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号

二
本
文
に
規
定
す
る
認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
市

町
村
長
が
法
第
三
十
四
条
の
十
七
第
一
項
そ
の
他
の
規
定
に
よ
る
報
告
等
の
権
限
を
適
切
に
行
使
し
、
当
該
認
可
の

取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行

う
者
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
家
庭
的
保
育
事

業
等
を
行
う
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
者
が
当
該
認
可

の
取
消
し
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
係
る
も
の
と
す

る
。前

項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
三
項
第
四
号
ホ
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号
ホ
本
文

に
規
定
す
る
認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

第
三
十
六
条
の
三
十
六
の
三

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
三
項
第
四
号
ホ
に
規
定
す
る
申
請
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）の
親
会
社
等
（
次
項
及
び
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
申
請
者
の
親
会
社
等
」
と
い
う
。）

は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

申
請
者
の
役
員
に
占
め
る
そ
の
役
員
の
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
る
者

二

申
請
者
（
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）の
議
決
権
の
過
半
数
を
所
有
し
て
い
る
者

三

申
請
者
（
持
分
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）の
資
本
金
の
過
半
数
を
出
資
し
て
い
る
者

四

申
請
者
の
事
業
の
方
針
の
決
定
に
関
し
て
、
前
三
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
者

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
三
項
第
四
号
ホ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
申
請
者
の
親
会
社
等
が
そ
の
事
業
を
実
質

的
に
支
配
し
、
又
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

申
請
者
の
親
会
社
等
の
役
員
と
同
一
の
者
が
そ
の
役
員
に
占
め
る
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
る
者

二

申
請
者
の
親
会
社
等
（
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）が
議
決
権
の
過
半
数
を
所
有
し
て
い
る
者

三

申
請
者
の
親
会
社
等
（
持
分
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）が
資
本
金
の
過
半
数
を
出
資
し
て
い
る
者





平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報
第
三
十
六
条
の
三
十
九

法
第
三
十
四
条
の
十
八
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

廃
止
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

二

廃
止
又
は
休
止
の
理
由

三

現
に
便
宜
を
受
け
て
い
る
児
童
に
対
す
る
措
置

四

休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
休
止
の
予
定
期
間

第
三
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中
「
方
法
」
の
下
に「（
保
育
所
に
あ
つ
て
は
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関

す
る
規
程
）」を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
の
二

法
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号
ニ
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号
ニ
本
文
に
規
定
す

る
認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
都
道
府
県
知
事
が
法

第
四
十
六
条
第
一
項
そ
の
他
の
規
定
に
よ
る
報
告
等
の
権
限
を
適
切
に
行
使
し
、
当
該
認
可
の
取
消
し
の
処
分
の
理

由
と
な
つ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
保
育
所
の
設
置
者
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
保
育
所
の
設
置
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を

確
認
し
た
結
果
、
当
該
保
育
所
の
設
置
者
が
当
該
認
可
の
取
消
し
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
係
る
も
の
と
す
る
。

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号
ホ
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号
ホ
本
文
に
規
定

す
る
認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
七
条
の
三

法
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号
ト
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
と
き
は
、
法
第
四
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ
た
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
検
査
日
」
と
い
う
。）か
ら
十
日
以
内
に
、
当
該
検

査
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
の
特
定
の
日
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
四

法
第
三
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
は
、
第
三
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
書
類
を
市
町
村
長
に
提
出
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
五

法
第
三
十
五
条
第
八
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
保
育
所
に
関

す
る
同
条
第
四
項
の
認
可
の
申
請
に
係
る
当
該
保
育
所
の
所
在
地
を
含
む
区
域
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十

二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定
め
る
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
係
る
利
用
定
員
の
総
数
（
当
該
申
請
に
係
る
事
業
の
開
始
を

予
定
す
る
日
の
属
す
る
事
業
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
施
設
事
業
開
始
年
度
」
と
い
う
。）に
係
る
も
の

で
あ
つ
て
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に

限
る
。）が
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
定

め
る
当
該
区
域
に
お
け
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
（
申
請

施
設
事
業
開
始
年
度
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学

前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
既
に
達
し
て
い
る
場
合
又
は
当
該
申
請
に
係
る
保
育
所
の
設
置
に
よ
つ

て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
場
合
と
す
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三

十
五
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
を
第
五
十
九
条
と
し
、
第
五
十
六
条
を
第
五
十
八
条
と
し
、第
五
十
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
五
十
六
条

法
第
三
十
四
条
の
十
三
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
乳
幼
児
及
び
そ
の
保
護
者
が

相
互
の
交
流
を
行
う
場
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
施
設
又
は
駅
周
辺
の
施
設
そ
の
他
の
利
便
性
の
高
い
施
設
に
お
い

て
、
乳
幼
児
を
対
象
に
一
時
預
か
り
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
当
分
の
間
、
第
三
十
六
条
の
三
十
五
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
二
条
の
規
定
に
準
じ
、
事
業
の
対
象
と
す
る
乳
幼
児

の
年
齢
及
び
人
数
に
応
じ
て
、
必
要
な
設
備
（
医
務
室
、
調
理
室
及
び
屋
外
遊
戯
場
を
除
く
。）を
設
け
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。

二

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
、
事
業
の
対
象
と
す
る

乳
幼
児
の
年
齢
及
び
人
数
に
応
じ
て
、
当
該
乳
幼
児
の
処
遇
を
行
う
職
員
と
し
て
保
育
士
又
は
市
町
村
長
が
行
う

研
修
（
市
町
村
長
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。）を
修
了
し
た
者
を
置
く
こ

と
。
た
だ
し
、
当
該
職
員
の
数
は
、
二
人
を
下
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。

三

前
号
に
規
定
す
る
職
員
の
う
ち
一
人
以
上
は
、
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
保
育
士
で
あ
る
こ
と
。

四

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
五
条
の
規
定
に
準
じ
、
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

五

食
事
の
提
供
を
行
う
場
合
（
施
設
外
で
調
理
し
運
搬
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
は
、
当

該
施
設
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
必
要
な
調
理
の
た
め
の
加
熱
、
保
存
等
の
調
理
機
能
を
有
す
る
設
備
を
備
え
る
よ

う
努
め
る
こ
と
。

第
四
十
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
を
削
り
、
第
三
十
九
条
の
二
を
第
四
十
二
条
と
し
、
第
三
章
中
第
三
十
九
条
の
次

に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
四
十
条

法
第
五
十
六
条
の
四
の
二
第
二
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

市
町
村
整
備
計
画
（
法
第
五
十
六
条
の
四
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
整
備
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）の
名
称

二

市
町
村
整
備
計
画
の
区
域

三

市
町
村
整
備
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額

四

市
町
村
整
備
計
画
交
付
金
（
法
第
五
十
六
条
の
四
の
三
第
二
項
の
交
付
金
を
い
う
。
次
号
及
び
次
条
に
お
い
て

同
じ
。）の
額
の
算
定
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

五

そ
の
他
市
町
村
整
備
計
画
交
付
金
の
交
付
に
関
し
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
四
十
一
条

市
町
村
整
備
計
画
交
付
金
は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
交
付
方
法
に
従
い
、
予
算
の
範
囲
内
で

交
付
す
る
。

第
四
十
九
条
の
二
第
一
号
イ
中
「
労
働
者
の
」
の
下
に
「
監
護
す
る
」
を
加
え
、「
当
該
事
業
主
か
ら
の
委
託
」を「
事

業
主
か
ら
委
託
」
に
改
め
、「
受
け
て
当
該
」
の
下
に
「
事
業
主
が
雇
用
す
る
」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
労
働
者
の
」
の

下
に
「
監
護
す
る
」
を
加
え
、「
当
該
事
業
主
団
体
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
当
該
」
を
「
事
業
主
団
体
か
ら
委
託
を
受
け

て
そ
の
構
成
員
で
あ
る
事
業
主
の
雇
用
す
る
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
地
方
公

務
員
共
済
組
合
そ
の
他
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
」
を
「
第
一
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
が
そ

の
」
を「（
以
下
ハ
に
お
い
て
「
組
合
等
」
と
い
う
。）が
当
該
組
合
等
の
」
に
改
め
、「
構
成
員
の
」
の
下
に「
監
護
す
る
」

を
加
え
、「
当
該
組
合
等
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
当
該
」
を
「
組
合
等
か
ら
委
託
を
受
け
て
組
合
等
の
」
に
改
め
、
同
号

ニ
中
「
顧
客
の
」
の
下
に
「
監
護
す
る
」
を
加
え
、
同
号
ヘ
中
「
保
育
所
以
外
の
」
を
削
り
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。ト

病
児
保
育
事
業
を
行
う
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
の
対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
数

第
四
十
九
条
の
二
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
す
る
。

第
五
十
条
の
二
の
表
第
七
条
の
二
十
の
項
中
「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
六
条
の
三
十
一
第
二

項
第
三
十
六
条
の
三
十
三
第
二
項
第
三
十
六
条
の
四
十
の
項
中
「
第
三
十
六
条
の
三
十
三
第
二
項
」
を
「
第
三
十
六
条

第
三
十
六
条

の
三
十
三
第
二
項

の
三
十
八
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
の
三
の
表
第
十
条
第
一
項
第
十
一
条
第
十
五
条
第
十
六
条
第
三
十
六
条
の
三
十
一
第
二
項
の
項
中
「
第
三

十
六
の
三
十
一
第
二
項
」
を
「
第
三
十
六
条
の
三
十
三
第
二
項

第
三
十
六
条
の
三
十
八
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
中
「
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
十
条
第
二
号
」
を
「
第
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及

び
第
六
条
の
九
第
二
号
」
に
、「
中
等
学
校
令
」
を
「
旧
中
等
学
校
令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）」に
改
め
る
。





裏

児
童
福
祉
法
（
抄
）

第
十
八
条
の
十
六

都
道
府
県
知
事
は
、
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
で
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、

関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
指
定
試
験
機
関
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
帳
簿
書
類
そ
の
他
の

物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
立
入
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す

証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
五

都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
の
福
祉
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
通

所
支
援
事
業
等
、児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
若
し
く
は
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
、

必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の

事
務
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
四
条
の
十
四

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
の
基
準
を
維
持
す
る
た
め
、
一
時
預
か
り
事
業
を
行
う
者
に

対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し

く
は
そ
の
事
業
を
行
う
場
所
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。第

十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

・

（
略
）

第
三
十
四
条
の
十
八
の
二

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ

ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
病
児
保
育
事
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
変
更

の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
病
児
保
育
事
業
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
の
基
準
を
維
持
す
る
た
め
、
児
童

福
祉
施
設
の
設
置
者
、
児
童
福
祉
施
設
の
長
及
び
里
親
に
対
し
て
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
児
童
の
福
祉
に

関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
設

備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

・

（
略
）

裏

児
童
福
祉
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（
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第
十
八
条
の
十
六

（
略
）

前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
立
入
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す

証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
十
四

市
町
村
長
は
、
第
二
十
一
条
の
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
調
整
等
の
事
務

の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
で
、
そ
の
事
務
を
受

託
し
た
者
に
対
し
、
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
事
務

を
受
託
し
た
者
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
四
条
の
八
の
三

市
町
村
長
は
、
前
条
第
一
項
の
基
準
を
維
持
す
る
た
め
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
を
行
う
者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質

問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
を
行
う
場
所
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

・

（
略
）

第
三
十
四
条
の
十
七

市
町
村
長
は
、
前
条
第
一
項
の
基
準
を
維
持
す
る
た
め
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う

者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、

若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
場
所
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

・

（
略
）

第
五
十
六
条
の
八

（
略
）

〜

（
略
）

市
町
村
長
は
、
公
私
連
携
型
保
育
所
の
運
営
を
適
切
に
さ
せ
る
た
め
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

公
私
連
携
保
育
法
人
若
し
く
は
公
私
連
携
型
保
育
所
の
長
に
対
し
て
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職

員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物

件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

〜

（
略
）

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報
第
五
十
七
条

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
法
第
六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と

す
る
施
設
に
係
る
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
五
人
」
と
あ
る
の
は
、「
五
人

（
都
道
府
県
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
法
第
六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す

る
業
務
の
実
施
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
数
）」と
す
る
。

第
三
号
様
式
表
中
「
第
三
十
四
条
の
十
七
」
を
「
第
三
十
四
条
の
十
八
の
二
」
に
改
め
、
同
様
式
裏
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

第
十
四
号
様
式
裏
及
び
第
十
五
号
様
式
裏
中
「
第
三
十
六
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
の
各
条
に
規
定
す
る
業
務
」
を

「
第
六
条
の
三
第
九
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
若
し
く
は
第
三
十
六
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
（
第
三
十
九
条
の
二
を
除

く
。）に
規
定
す
る
業
務
」
に
改
め
、「
第
三
十
五
条
第
三
項
の
届
出
」
の
下
に
「
若
し
く
は
認
定
こ
ど
も
園
法
第
十
六
条

の
届
出
」
を
加
え
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
五
条
第
四
項
の
認
可
若
し
く

は
認
定
こ
ど
も
園
法
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
児
童
福
祉
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
認

可
を
取
り
消
さ
れ
た
も
の
又
は
認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」

を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
九
、
第
七
条
の
二
十
八
及
び
第
十
三
号
様
式

の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
の
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
号
様
式
中
「第
七
条
の
三
十
九

」
を
「第

七
条
の
三
十
八

」
に
改
め
る
。

第
十
三
号
の
三
様
式
表
中
「
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
」
の
下
に
「
第
三
十
四
条
の
八
の
三
第
一
項
、
第
三
十
四

条
の
十
七
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
の
八
第
七
項
」
を
加
え
、
同
様
式
裏
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。




